
実施する学力向上策
【時期・頻度】

重点的に育成する
資質・能力

① 今年度の目標と学力向上策

（１）知識を実生活や様々な表現方法と関連付けて活用する資質・能力（「知っている」を「理解し、使える」に。）
（２）自分の考えや思考過程を自分の言葉で表現する資質・能力

（１）習得した知識を友達に説明する時間を位置付け、知識の定着と意味理解を結び付ける授業を実施する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【各単元の中で１回以上】
（２）思考の筋道を自分の言葉で表現し、「思考の可視化」ができるようにする。自分の考えや学びの深まり、学び方
      について振り返る時間を設定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【単元末】

⇓

評価（※）

B

学力向上策（１）（２）に加えて、国語科を中心に「説明する・伝える・書く」活動を充実させるとともに、算数科でも考え方を式や言
葉で説明する学習を継続的に取り入れていく。

学力向上策の
実施状況

　児童同士の説明活動を通して理解を深める学習が継続的に実践されている。また、約８割以上の
教員が、知識の定着と意味理解を結び付けるために、なぜそうなるのかを考えたり、図やグラフ、
実生活との関連を意識したりする授業を進められた。一方で、思考を可視化し、児童が自分の考え
を言葉や図などで表現する機会を設けて授業実践している教員は約６～７割にとどまっており、全
教員による継続的・計画的な実施に向けて、さらなる実践の充実を図る。

⇓

③

学力向上策の
見直し

中間評価さいたま市学習状況調査結果の分析④

特徴的な結果

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

評価（※）

今年度の成果と
次年度の課題

⑤

⇓

年度末評価

学力向上策の
実施状況 特徴的な結果

　国語・算数ともに基礎的な知識・技能は十分に定着しており、県平均・全国平均を大きく上回った。一方で、国語は「情
報を関連付けて考え、文章で表現する問題」に課題が見られ、複数の情報を整理したり、文章を根拠に自分の考えをま
とめたりする問題で正答率が低く、記述式問題で一部無解答も見られる。また、情報を関連付けたり説明したりする力
に個人差がある。算数では「根拠を明確にして説明する力」に課題があり、分数の大小の理由説明や表の誤りを見付
け、その根拠を数と言葉で説明する問題など、記述を伴う問題で正答率が低かった。

全国学力・学習状況調査結果の分析②

結果から考えられる
児童生徒の実態

　国語・算数ともに基礎的・基本的な知識や技能が着実に定着していることが分かる。また、授業内容を理解できてい
ると感じている児童が多く、学習に意欲的に取り組んでいる。一方で、国語・算数の両教科に共通して、複数の情報を
関連付けたり、根拠を明確にしたりしながら自分の考えを記述・説明する力には課題が見られる。

⇓

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


